
（別紙３）

～ 令和7年　3月　7日

（対象者数） 25 （回答者数） 18

～ 令和8年　3月　7日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ミーティング外でも随時意見交換できる風土をつくる

2 プログラムのバリエーションとストックをさらに充実させる

3
計画の内容をスタッフ間でより丁寧に共有し、日々の支援へ

の反映度を高める

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
移行が見込まれる時期に備え、必要な情報提供の手順を事前

に整理する

2 参加頻度を増やし、全職員が関与できる体制をつくる

3
支援記録と計画を定期照合し、ズレはミーティングで即共

有・修正する

職員の意見を把握し、業務改善につなげているか
定期ミーティングで意見を集約し、現場の気づきを運営に反映

している

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか 振り返りをもとに毎回内容を調整し、マンネリ化を防いでいる

放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか
全利用者分の個別支援計画を作成し、定期的に見直しを行って

いる。保護者への説明・同意取得も実施している

放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われているか
計画は整備されているが、日々の支援との間にズレが生じるこ

とがある

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

卒業時に障害福祉サービスへの移行支援を行っているか 現時点で該当利用者がなく、対応手順が未整備

自立支援協議会等へ積極的に参加しているか 管理者のみ数回参加にとどまっている

令和8年　2月　24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　3月　23日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス　ダブルピースワークアウト

○保護者評価実施期間 令和8年　2月　24日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


